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議事録 
2026.5.16 記 高田 

令和８年度 神奈川県剣道連盟 第 2 回幹部会議 
 
日 時：令和８年 5 月 14 日（木） 12：55〜16：50 
場 所：神奈川県立武道館  
出 席：野⾒⼭会⻑、佐藤副会⻑、吉村副会⻑、⼩⼭副会⻑、松原副会⻑、⾶知和副会⻑、上野副会⻑、

髙野副会⻑、伊藤専務理事 
事務局：中島事務局⻑、高田副事務局⻑、石田事務局員 
 
１．開 会 
２．会⻑挨拶 
３．議 題 
【協議事項】 
（１）令和７年度収支決算及び令和８年度予算案について 

 1．令和 7 年度収支決算について 
伊藤専務理事より議題説明の後、石田会計から令和 7 年度収支決算について説明が行われた。 

* 令和 7 年度収支は約 31 万 6 千円の⿊字となった。 
（1）会費収入について 

* 会員登録数は令和 6 年度比で約 4％減。 
* 令和 7 年度会員数は 13,222 名、令和 6 年度は 13,706 名だが令和元年度以降の平均は 

13,726 名であり、全体として大きな変動はない。 
* 有称号会員は微増傾向にある一方、一般・学生会員は減少傾向。 

（2）審査料・登録料等について報告 
（3）補助金・雑収入等について報告 
（4）支出関係について報告 

* 旅費交通費（含む宿泊費）は値上げ、理事会・大会等への交通費支給開始、全国大会開催地
が滋賀・宮崎等遠方であったことなどから大幅に増加した。 
* 法定福利費は一般社団法人化に伴う社会保険料負担増により増加した。 

（5）今後の課題 
伊藤専務理事より、 
* 収入減少傾向が続いていること 
* 支出抑制を図らなければ収支均衡維持が難しいことが説明された。 

 
 2．令和 8 年度予算案について 

続いて石田会計より、令和 8 年度予算案の説明が行われた。 
（1）収入⾒込みについて報告 
（2）支出⾒込みについて報告 

* ⻘森開催の国スポ等に伴い旅費交通費増加、事務所賃貸契約変更に伴い賃借料増、県外派
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遣選手へ保険料増額、消費税負担などから収入をうわまわる予定。 
 
 3．消費税負担に関する説明 

令和 8 年度予算で大きな課題となったのが消費税負担である。 
伊藤専務理事より、 

* 法人化後 2 年間は免税事業者と認識していたが、「課税売上高」または「給与支払額」が半
年で 1,000 万円を超える場合は課税対象となる、との税理士からの説明があったことが報告
された。 

結果として、 
* 審査料、大会参加費、講習会費等が課税売上に該当し、給与総額も条件を超えているた

め、令和 8 年度から消費税納付義務が発生する⾒込みとなった。 
 
 4．今後の対応方針 

会⻑から以下の方針・考え方が示された。 
* 当面は積立金を取り崩して対応せざるを得ない。 
* 会費、審査料、大会参加費等の値上げと消費税徴収を今後検討する必要がある。 
* 一方で、会員減少を防ぐことが最優先課題。 
* 特に⼩中高生世代の剣道継続率向上に向けた事業は継続したい。 
* 支出削減には限界があり、交通費・宿泊費の高騰は今後も続く⾒込み。 
* パワハラ等による退会問題にも言及があり、会員維持のため環境改善の必要性が共有され
た。 

 
 5．その他 

* 令和 8 年度予算は赤字予算とならざるを得ない状況であること 
* 今後、必要に応じ補正対応も検討することが説明された。 

 
（２）ハラスメント対策について 

 1．ハラスメント認定に関する基本的考え方 
* 会⻑より、ハラスメント認定の基本的考え方について説明があった。 
* 朝日新聞記事等を参考に、パワーハラスメント認定には、 
  1. 優越的関係を背景とした言動 
  2. 業務上必要かつ相当な範囲を超える行為 
  3. 被害者の就業・社会生活への悪影響 
  の 3 要件が必要であるとの説明がなされた。 
* スポーツハラスメントについても、スポーツ庁の考え方は概ね同様であるとの認識が共有された。 
* また、神奈川県剣道連盟には司法権・警察権がないため、最終的には双方が納得できる範囲での

対応となること、スポーツ界では「指導者としての立場を外れてもらう」ことが実質的対応とな
る場合が多いとの説明があった。 

 2. 現在受付中の事案２件についても厳正に対処していくことが報告された。 
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（３）社員総会について 

* 進行等につき打ち合わせを行った。 
 
（４）第７２回全日本東⻄対抗試合出場選手の推薦について 

* 事務局⻑より、東⻄対抗試合出場選手の推薦について説明があった。 
 
（５）⺟⼦大会の参加賞について 

* 事務局より、⺟⼦大会の参加賞について、県連オリジナルの「下敷き」を製作してはどうかと 
提案がなされ、了承された。 

 
（６）暑気払いについて報告があった。 
 
（７）大会での武道具店の出店について 

* 事務局より、大会での武道具店出店について説明があり、了承された。 
 

【報告・確認事項】 
（１）第６４回中堅剣士講習会派遣について 

・令和８年６月１２日（金）〜１４日（日）ロート奈良武道館（奈良市）で開催、大坪和哉（警察）
氏を派遣する。 

 
（２）令和 8 年度スポーツ庁委託事業について 

・コーディネーター推薦者は⾶知和利文、中島一憲（中体連）、授業協力者養成講師登録者は中村隆一
（厚木）、葛⻄智明（中体連） 

 
（３）令和 8 年度関東七県剣道協議会の開催について 

・令和８年６月１６日(火)開催、⼩⼭副会⻑、伊藤専務理事、中島事務局⻑が出席予定。 
 
（４）監査日程について報告された。 
 
（５）令和８年度全国都道府県事務局⻑会議について 

・令和８年４月２８日（火）１３：００〜 和歌⼭ビック愛で開催、中島事務局⻑が出席。 
・全国都道府県事務局⻑会議の内容として、ハラスメント対策、コンプライアンス、剣道人口減少

対策、財務状況等について説明があった。特に、コンプライアンス違反が剣道界全体の価値低下
や競技人口減少につながるとの指摘があった。 

・世界大会派遣費用が約 5,000 万円規模であることが報告された。 
・神奈川県から提案している「初段受審年齢制限の⾒直し」について、全剣連側で検討委員会に諮る方

向となったことが報告された。 
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【大会・講習会等予定】 
（１）第８０回国⺠スポーツ大会剣道競技県予選会について 

・令和８年５月２３日（土）神奈川県立武道館で開催 
 
（２）剣道四・五段審査会について 

・令和８年５月２４日（日）神奈川県立武道館で開催 
 
（３）第２０回女⼦剣道指導法講習会について  

・令和８年６月６日（土）〜７日（日）静岡県剣道連盟道場養浩館で開催 
 
（４）第４５回剣道八段受審者研修会について 

・令和８年７月４日（土）神奈川県立武道館で開催 
 
（５）剣道（審判法）講習会【女⼦】について  

・令和８年７月１１日（土）神奈川県立武道館で開催 
 
（６）第１８回全日本都道府県対抗女⼦剣道優勝大会について 

・令和８年７月１２日（日）日本武道館で開催 
 
（７）第４９回神奈川県剣道錬成大会について 

・令和８年７月１８日（土）神奈川県立武道館で開催 
 
（８）第６５回全日本女⼦剣道選手権大会県予選会について 

・令和８年８月１日（土）神奈川県立武道館で開催 
 
（９）剣道（八段・七段・六段）審査会について 

・令和８年８月１日（土）七段、８月２日（日）六段 福岡県で開催 
・令和８年８月８日（土）八段１日目、８月９日（日）八段２日目 愛知県で開催 
・令和８年８月２９日（土）七段、８月３０日（日）六段 宮城県で開催 

 
（10）第７４回全日本剣道選手権大会県予選会について 

・令和８年８月８日（土）神奈川県立武道館で開催 
 
【審査会結果】 

① 剣道審査会合格者 
・令和８年４月２９日（水）京都市体育館 剣道六段１名合格 
・令和８年４月３０日（木）京都市体育館 剣道七段４名合格 
・令和８年５月 １日（金）京都市体育館 剣道八段２名合格 
・令和７年５月 ６日（火）京都市武道センター内武徳殿 剣道錬士１８名合格、剣道教士２０
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名合格、剣道範士２名合格 
・令和８年５月 ９日（土）枇杷島スポーツセンター 剣道七段２０名合格 
・令和８年５月１０日（日）枇杷島スポーツセンター 剣道六段２８名合格 

 
② 居合道審査会合格者 

・令和７年５月６日（火）京都市武道センター 居合道錬士５名合格、居合道錬士１名合格 
 

③ 杖道審査会合格者 
・令和７年５月３日（土）京都市武道センター補助道場 杖道八段１名合格 
・令和７年５月３日（土）京都市武道センター 杖道錬士２名合格、杖道範士１名合格 

 
【大会結果】 

① 第２４回全日本選抜剣道八段優勝大会  
② 第７４回全日本都道府県対抗剣道優勝大会 
③ 第 73 回関東高校剣道大会神奈川県予選 
④ 第１８回県女⼦剣道大会  
⑤ 第１８回全日本都道府県対抗女⼦剣道優勝大会県予選会 
⑥ 第７３回関東高校剣道大会神奈川県予選 。 

 
４.その他 
（１）将来構想・剣道人口検討部会について 

* 今年度の活動として、県⻄地区において、昨年度の川崎地区をモデルとした「若竹交流会」を実
施する方向で検討していることが説明された。 

 
※次回の幹部会議は、令和８年６月４日（木）１３時〜 神奈川県立武道館 
 
５．閉 会 


